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1.緒  言

 食生活改善の伸展にともない,食 物についての味覚

以外に視覚を満足させるための因子の重要性が次第に

加わ り,当 然のな りゆきとして人工着色に関する努力

と工夫が行なわれ る様にな った。人工着色には最初は

天然色素が 利用 され,一一般に衛生的には問題がなか

ったが,高 価につ くものであった。1856年 英国のW・

H.Perkinが 人工色素の合成に成功 して以来 タール色

素の利用が急激に増え,食 品の着色に も盛んに使用 さ

れることとなった。 タール色素は生体に対 し何等かの
              くノ 

形で有害にご働 くものが甚だ多 く,食 品衛生の分野に大

きい問題を提起す ることとな つた。我国で昭和23年 に

食品衛生法が公布された当時には食品の着色に安全に

使用 し得 るものとして24種 類のタール色素が指定 され

ていたが,そ の後 これ らのタール色素の安全性にっい

て再検討が加えられ,安 全性の立証されないものは指

定が取 り消 され,現 在では第1表 に示す14種 のものが

指定されている。この結果油溶性色素はまったく姿を

消し澄色 もな くなつた。

諸外国に於け るタール色素の利用状況は,デ ンマーク

の31種 類,英 国等の22種 類等 もあるが一般に十数種類

を認めている国が多い。外国 と比較 した場合我国の種
               し2)

類はほぽ平均的な数であるといえ る。合成色素は安価

で色が鮮明とい うことで,ほ とん どの食品に用いられ

ている。 しか し今 日までに指定の取 り消されたタール

色素の毒性に関する報告によれば,皮 下注射により発

ガン性の認め られるものや各種の臓器に障害を与える
  C3)

もの 等がみ られ るところか ら考えて上記14種 のター

ル色素についてもその安全性立証の為に更に慎重な研

究が続行されねばならないと思われるが,そ の際現在

の一般市販食品の どの分野に どの系統のタール色素が

多 く使用 されつつあるかの実態を把握することが一り

の資料として必要であると思われ る。そこで先ず戦後

第1表

色 素 名 色 素 名

食 用 赤 色

//

//

〃

i

//

〃

2号(ア マ ラ ン ス)

3号(エ リ ス ロ シ ン)

102号 (ニ ュ ウ コ ク シ ン)

103号 (エ  オ  シ  ン)

104号 (フ ロ キ シ ン)

105号 (ロ ー ズ ベ ン ガ ル)

106号 (ア シ ド レ ツ ド)

食 用 黄 色

〃

食 用 緑 色

〃

食 用 青 色

//

食 用 紫 色

4号(タ ー ト ラ ジ ン)

5号(サ ン セ ッ トイエ ローFCF)

2号(ラ イ ト グ リ ンSF黄 口)

3号(フ ア ス トグ リ ンFCF)

1号(ブ リ リア ン トブル ーFCF)

2号(イ ン ジ ゴ カ ル ミ ン)

1号(ア シ ドパ イ オ レ ッ ト6B)
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ニューフェイスとして登場 して以来たちまち大スター

の座にのしあが ってしまった濃縮,ス トレー ト等と種

類 も豊富にな り私達の夏の飲物 としてかかす ことの出

来ないジュースをとりあげてそれぞれ タール色素の検

出を行な うこととした。身近かに得 られ るものとして

は出来 るだけ多 くの種類を集めたつ もりであるが,ま

だまだ品種 もわ ずかで あ るが一応報告す る。

∬.実 験及び結果

皿一1.試 料

  一般市販 のビン入 り濃縮 ジュ ース,ス トレー ト

 ジュース及び自動販売機のジュースを集めて試料 と

食物学会誌 ・第22号

 した。

∬一 皿.実 験方法

 衛生検査指針 皿(食 品衛生検査指針 旺)に よる毛
                      (4)

糸染色法及び海紙 クロマ トグラフィーを採用 した。

E一 思.実 験成績

H一 皿・1.各 検体か ら検 出された タール色素は,第

 2表 の通 りである。

D-ID・ 皿 検体 として使用 した19種 のジュース中に

各色素が発現す る頻度を示す と第3表 の通 りであ

 る。

第2表

ジ ュ ー ス 名 色 素 名 備 考

濃縮ナレンジジュースA1膿 騰 爵 食用赤色2号 食嚇 色102号 唆 灘 糊 うすい
〃 A2

〃 As

// A4

// 〃

匝 用艶4号,食 用艶5号

〃

〃 A5 食用黄色4号,食 用赤色102号,食 用黄色5号
i

l食 用赤色102号 うすい

濃縮 パ イ ンジ ュース B一 飾 艶4号 ・

Bz

食用黄色5号 食用黄色5号 うすい

〃 〃

濃縮 グ レー プジ ュー ス C 1飾 赤色2号 食用赤色・・2号 食購 色・号

    〃

食用青色1号 うすい

濃縮 ピーチ ジ ュース D l食 用黄色4号,食 用赤色104号
  i

1食 用赤色104号 うすい
ヨ

オ レンジジ ュース ・i食 用艶5号

// ・・1

〃

//

a3 〃

〃 a4 食用黄色4号,食 用赤色2号,食 用赤色5号

// ・5食 臓 色4号,食 用艶5号

〃 ・6餌 艶5号

食用赤色2号 うすい

グ レー プジ ュース b 食用黄色4号,食 用赤色2号,食 用青色1号 【食用青色1号 うすい
1

自動販売機のジュース d・ 食用黄色5号

〃 d2 食用黄色4号

〃 d3 食用黄色4号,食 用青色1号 食用青色1号 うすい
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第3表

色 素 名 iジ ユ門ス収 艀 する搬

食用赤色2矧 26

〃 3矧 a

ク 102号 21

〃 1。3号i
   I

0

〃 ・・4号1 5

〃 105号 0

〃 ・・6号1 0

食 用 艶4号1 68

〃 5号 74

食 用 緑 色2号1 a

〃 3号 0

食 用 青 色 1号 16

〃 2矧 0

ユースはオレンジジュースが圧倒的に多いが,こ れは

身近かに入手できるものを全部採用 した結果 この様な

数的関係となったものであるか ら一般に市販 のジュー

スの種類 としては,オ レンジジュースが最 も多 く出廻

わ っていることとなる。そ してオレンジジュースの着

色にはAzo系 の色素である食用黄色5号 (サ ンセッ

トイエ ローFCF)と 食用黄 色4号(タ ー トラジン)

とがほぽ同率で殆んど総ての製品に対 し使用され,こ

れに同 じくAzo系 の食用赤色102号(ニ ュウコクシ

ン)や食用赤色2号(ア マランス)が ときには添加され

ていることが判明した。最後にジュースのメーカーに

よって着色の濃淡に甚だ しい差のあることが認め られ

た。食 品には一般に不自然 と思われ る様な濃厚な着色

は さけ るべきであるが,こ のことについては国民ひ と

りひとりに対 し衛生知識を更 に徹底 させ るべ きである

と思われ る。
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す。

食 用 紫 色 ・劇 0
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